天津の港湾施設空間の近代と再開発 by 森 勝彦 et al.
｢ 語 一 天 1
天 津 の 港 湾 施 設 空 間 の 近 代 と 再 開 発
森 勝 彦
は じ め に
天 津 は 附 代 に 大 運 河 が で き て 以 降 ， 大 運 河 と 海 河 が 交 錯 す る 場 所 の 内 河 港 と し て 形 成 さ れ ， 元 代
に 大 都 が 首 都 と 定 め ら れ 大 運 河 が 大 都 に 直 通 し ， ま た 海 運 も 重 視 し た 元 の 政 策 に よ り 海 河 か ら の 海
運 物 資 の 大 運 河 へ の 搬 入 地 と し て も 繁 栄 す る よ う に な っ た 。 当 時 の 内 河 港 の 中 心 は 大 運 河 と 海 河 の
交 わ る 付 近 で ， 天 津 衛 の 城 壁 の 北 門 及 び 東 門 の 外 側 の 大 運 河 ， 海 河 に 面 し た 一 帯 が 商 業 コ ア と し て
最 も 繁 栄 し た 。
天 津 港 は 海 港 と 河 港 で 構 成 さ れ て い る 中 国 最 大 の 人 工 港 で あ る 。 港 区 は 北 彊 港 区 ， 南 彊 港 区 ， 東
彊 港 区 ， 臨 港 経 済 区 南 部 区 域 ， 大 港 港 区 東 部 区 域 等 か ら 構 成 さ れ て い る 。 各 港 区 の 主 要 機 能 と し て
は ， 北 躯 は 主 に コ ン テ ナ と 雑 貨 南 躯 は バ ラ 積 み 貨 物 と 液 体 バ ラ 積 み 貨 物 を 取 り 扱 っ て い る 。 東 彊
は 2 0 0 7 年 に 開 港 し た 保 税 港 区 で ， 国 際 水 運 ， 輸 出 加 工 や 国 際 積 み 替 え ，国 際 中 継 貿 易 な ど を 行 っ て
い る 。 臨 港 経 済 区 南 部 区 域 は 主 に 製 造 業 区 ， 輸 入 食 糧 ・ 油 糧 と 木 材 の 物 流 セ ン タ ー ， 新 エ ネ ル ギ ー
産 業 基 地 と し て 機 能 し て い る 。 大 港 港 区 東 部 区 域 は 石 炭 ， 鉱 石 等 の バ ラ 積 み 貨 物 を 取 り 扱 う 新 港 区
で あ る 。 バ ー ス 数 は 1 7 3 ヶ 所 ， 岸 壁 の 長 さ は 3 8 . 7 キ ロ メ ー ト ル で ， 世 界 1 8 0 ヶ 国 余 の 国 々 と 6 0 0 ケ 所
の 港 湾 と 貿 易 の 往 来 を し て い る 。
2 0 1 5 年 現 在 ， 世 界 の 港 湾 の コ ン テ ナ 取 扱 量 ラ ン キ ン グ で 世 界 1 0 位 で ，中 国 の 港 湾 ラ ン キ ン グ で は
8 位 で あ る 。 華 北 ， 東 北 諸 港 の な か で は 青 島 に 次 い で 2 位 で あ る 。 渤 海 湾 に 面 す る 港 湾 で は 最 大 の
コ ン テ ナ 港 で あ る 。
華 北 を 代 表 す る 港 湾 と し て 発 展 し て き た 天 津 港 で あ る が ， 現 代 の 港 湾 と し て は 課 題 も あ る 。 も と
も と 内 河 港 と し て 成 長 し て き た 天 津 港 は 海 河 水 系 か ら も た ら さ れ る 砂 泥 が 港 の 機 能 に 障 害 と な っ て
き た 。 砂 泥 は 河 だ け で な く 海 に も 堆 積 し ， 結 果 と し て 天 津 港 に 近 い 渤 海 湾 の 水 深 が 浅 く な る 主 要 原
因 と な っ た 。 水 深 が 1 5 m 以 上 な い と 接 岸 で き な い 大 型 の 専 用 船 や コ ン テ ナ 船 も 増 加 し て い る 現 代
の 港 湾 と し て 天 津 港 は 不 利 な 環 境 に あ る 。
図 l は 渤 海 湾 西 部 の 水 深 図 で あ る 1 ． 近 代 か ら 港 湾 と し て 形 成 さ れ た 秦 皇 島 は 水 深 1 0 m の ラ イ ン
に 近 接 し て お り ， 近 年 大 規 模 に 築 港 さ れ て き た 曹 妃 甸 は 水 深 1 0 m か ら 2 0 m , 更 に 3 0 m の ラ イ ン に 近
接 し て お り ， 大 型 コ ン テ ナ 船 の 停 泊 港 に 向 い て い る 。 こ れ に 対 し て 天 津 の 海 港 で あ る 塘 沽 は 水 深
1 0 m の ラ イ ン に も 遠 く 大 深 度 港 湾 競 争 に は 不 利 で あ る 。
図 2 で も わ か る よ う に ， 天 津 港 の 近 く に 近 年 築 港 さ れ 拡 張 さ れ つ つ あ る 曹 妃 甸 港 に 対 し て ， 天 津
港 も 泊 地 の 掘 り 下 げ や 埠 頭 の 沖 合 へ の 延 長 な ど で 対 抗 し て い る 。 天 津 港 は 天 津 市 ， 曹 妃 甸 港 は 河 北
省 唐 山 市 の 管 轄 下 に あ り 行 政 的 に も 両 者 は ラ イ バ ル 関 係 に あ る 。 な お 唐 山 市 に は 北 京 市 の 投 資 に よ
キ ー ワ ー ド ・ ・ ：
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図 1 渤 海 湾 の 水 深 と 港
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図 2 天 津 海 港 と 曹 妃 甸 港 ( @ G o o g l e E a r t h 2 0 1 8 / 5 / 2 7 )
1 6 0
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る 京 唐 港 が 曹 妃 甸 港 の 東 に 築 港 さ れ つ つ あ る が ， 習 近 平 政 権 で は 天 津 港 へ の 集 中 投 資 が 行 わ れ て い
る 。
こ の よ う な 海 港 間 競 争 に と も な う 海 港 へ の 投 資 が 行 わ れ て い る 背 後 の 市 街 地 で は ， 再 開 発 事 業 も
積 極 的 に 行 わ れ て い る 。 大 き な 変 貌 を 遂 げ よ う と し て い る 中 国 の 海 港 都 市 で ， 2 0 0 0 年 前 後 か ら 主 と
し て 観 光 の 分 野 に 関 係 す る 事 項 と し て 歴 史 的 景 観 保 存 も 行 わ れ る よ う に な っ た 。 前 稿 で は 中 国 を 代
表 す る 港 湾 都 市 で あ っ て き た 上 海 を 対 象 と し て ， 歴 史 的 景 観 保 存 の 枠 組 み か ら 外 れ が ち な 近 代 内 河
港 の 港 湾 施 設 空 間 の 問 題 を 取 り 上 げ た 2 ． 本 稿 で は 上 海 同 様 ， 内 河 港 の 近 代 化 か ら 海 港 化 ま で 発 展 し
て き た 天 津 港 を 対 象 と し ， 近 代 の 港 湾 施 設 空 間 と 歴 史 的 景 観 保 存 ， 再 開 発 の 課 題 に つ い て 検 討 し た
い ○
1 ． 歴 史 的 景 観 保 存 と 再 開 発
( 1 ) 歴 史 的 景 観 保 存
中 国 で は 改 革 開 放 以 後 ， 都 市 の 産 業 化 現 代 化 に 伴 う 大 き な 変 容 が 進 展 す る 中 で ， 都 市 の 歴 史 的
景 観 建 築 の 保 存 の 動 き が 始 ま っ た 。 そ の な か で 天 津 は 1 9 8 6 年 ， 国 家 認 定 の 歴 史 文 化 名 城 と な っ た 。
個 別 の 都 市 の 歴 史 的 景 観 保 存 に つ い て ， 中 国 で は ま ず 歴 史 建 築 物 に つ い て は 国 家 全 体 レ ベ ル で は 国
家 文 物 局 が あ る が ， 国 家 文 物 局 の 下 に 属 す る 地 方 機 構 と し て 天 津 市 に は 天 津 市 文 化 局 が あ り ， 全 国
レ ベ ル の 重 点 文 物 か ら 市 レ ベ ル ， 区 ， 県 レ ベ ル の 「 文 物 」 の 指 定 が 行 わ れ て い る 。 し か し 一 方 で 天
津 市 に は 国 土 資 源 和 房 屋 管 理 局 （ 房 管 局 ） が あ り 文 化 局 と は 別 に 「 歴 史 風 貌 建 築 」 の 指 定 が 行 わ れ
て い る 。 こ の よ う に 歴 史 建 築 物 に つ い て は 「 文 化 局 」 と 「 房 管 局 」 の 二 系 統 が 存 在 す る 3 ．
ま た 歴 史 街 区 に つ い て は 国 家 レ ベ ル で は 住 房 和 城 郷 建 設 部 が 管 理 し ， 天 津 市 で は 建 設 部 に 属 す る
天 津 市 企 画 局 が あ り 「 歴 史 文 化 保 護 区 」 「 歴 史 文 化 風 貌 保 護 区 」 を 指 定 し て い る 。 そ の 一 方 で 天 津
市 に は 国 土 資 源 和 房 屋 管 理 局 （ 房 管 局 ） が あ り 「 歴 史 風 貌 建 築 区 」 （ 未 公 開 ） を 指 定 し て い る 。
( 2 ) 再 開 発
天 津 市 は 2 0 0 1 年 か ら 海 河 両 岸 の 旧 租 界 地 域 を 観 光 産 業 地 域 と し て 変 え る 計 画 を 打 ち 出 し た 。「 天
津 海 河 綜 合 改 造 開 発 総 体 企 画 」 と い う 計 画 で は ， 全 体 と し て 6 の 大 き い 主 題 目 標 が あ り ， 伝 統 的 歴
史 文 化 を 尊 重 す る こ と ， 流 域 サ ー ビ ス 業 を 発 展 さ せ る こ と ， 親 水 都 市 の イ メ ー ジ を 際 立 た せ る こ と ，
都 市 生 態 学 を 基 礎 と す る こ と ， 道 路 交 通 シ ス テ ム を 改 善 す る こ と ， 観 光 に 結 び 付 く レ ジ ャ ー 資 源 を
開 発 す る こ と で あ る 。 そ の 目 標 の 下 に ， 市 内 を 流 れ る 全 長 7 2 k m の 海 河 両 岸 の 北 は 西 沽 公 園 の 北 洋
橋 か ら ， 市 内 6 区 と 東 麗 区 ， 津 南 区 を 横 貫 し ， 塘 沽 区 を 経 て 渤 海 に 至 る 地 域 ， 総 面 積 3 1 2 平 方 k m
が 対 象 と な っ た 。 そ こ を 上 流 段 ， 中 流 段 ， 下 流 段 の 3 つ の 区 域 に 分 け た 。
上 流 段 ： 三 盆 河 口 か ら 外 環 線 ま で ， 長 さ 1 6 k m , 総 面 積 4 2 k m 2 に 達 す る 。 中 心 市 街 地 に 位 置 し て ，
公 共 施 設 ， 公 園 緑 地 ， 生 活 居 住 な ど の た め の 総 合 的 な 機 能 区 と す る 。
? 》 ? ?
拙 稿 「 上 海 の 港 湾 施 設 空 間 の 近 代 と 再 開 発 」 国 際 文 化 学 部 論 集 1 8 - 3( 2 0 1 7 )
天 津 市 の 歴 史 的 景 観 保 存 と 再 開 発 の 体 制 に つ い て は ． 大 里 浩 秋 ・ 孫 安 石 綿 「 租 界 研 究 新 動 態 （ 歴 史 ・ 建 築 ) 」 上 海 人 民 出
版 社 ( 2 0 1 1 ) p p . 5 7 - 6 0 . 張 慧 媚 「 天 津 租 界 観 光 開 発 に 関 す る 一 考 察 一 組 織 論 的 な 観 点 か ら の 分 析 一 」 経 営 総 合 科 学 ( 2 0 1 2 )
を 参 照
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国 際 文 化 学 部 論 集 第 1 9 巻 第 3 号 ( 2 0 1 8 年 1 2 月 ）
中 流 段 ： 外 環 線 か ら 二 道 閑 ま で ． 長 さ 1 8 k m , 面 積 1 2 0 k m 2 に 達 す る 。 生 態 型 の 親 水 風 景 観 光 区 と
高 度 経 済 発 展 区 と す る 。
下 流 段 ： 二 道 閲 か ら 海 口 ま で ． 長 さ 3 8 k m , 面 積 1 5 0 k m 2 に 達 す る 。 浜 海 新 区 範 囲 を 含 み ． 多 機 能
の 内 河 港 口 経 済 圏 の 独 自 の 景 観 を 持 つ よ う に す る 。
そ の 中 で 海 河 綜 合 開 発 改 造 計 画 の 中 核 地 区 で あ り ． 海 河 両 岸 の 歴 史 沿 革 に 基 づ い た 特 色 あ る 風 貌
景 観 を 建 設 す る こ と 目 指 す 上 流 段 は 4 つ の セ ク タ ー に 分 け ら れ た （ 図 3 ) 4 。
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図 3 海 河 上 流 段 の 再 開 発 計 画
l 伝 統 的 文 化 商 業 貿 易 地 区
北 洋 橋 か ら 南 馬 路 ま で の 間 で ， 空 間 補 修 と 機 能 活 性 化 に よ っ て ， 観 光 商 業 活 動 を 促 進 し て
歴 史 文 化 に 活 力 を 与 え ， 天 津 市 の 発 祥 と 発 展 初 期 の 歴 史 風 貌 を 集 中 的 に 表 現 す る 。
2 都 市 消 費 娯 楽 地 区
南 馬 路 か ら 赤 峰 道 ま で の 間 で ， 商 業 レ ジ ャ ー 活 動 を 強 化 す る な か で 大 型 の 都 市 緑 地 と 広 場
を 設 営 し た り 海 河 河 岸 の 景 観 の 変 化 を 豊 か に し 、 天 津 の 商 業 娯 楽 機 能 の 現 代 化 を 促 進 す る 。
3 中 央 金 融 ビ ジ ネ ス 区
赤 峰 道 か ら 奉 化 道 ま で の 間 で 都 市 の C B D の 中 核 部 分 で 金 融 商 業 貿 易 オ フ ィ ス
展 覧 な ど の 機 能 を 集 中 し て ． 良 質 な ビ ジ ネ ス 環 境 を 創 造 し て 経 済 現 代 化 中 の セ ン タ ー 地 区 と
す る 。
4 知 恵 城
奉 化 道 か ら 外 環 線 ま で の 間 で ． 大 量 に 開 発 す る こ と が で き る 土 地 資 源 が あ っ て ． 持 続 可 能
な 発 展 と 生 態 建 設 を 主 題 と し て ． 新 型 の 都 市 形 態 を 構 築 し て ． 国 際 化 し た 大 都 市 の 優 良 な 環
境 と 居 住 の 品 質 を 体 現 す る 。
海 河 両 岸 の 開 発 建 設 に よ り 一 連 の 経 済 的 文 化 領 域 を 形 成 し て 持 続 発 展 と 生 態 建 設 を 主 題 と す る
こ と が 可 能 に な る こ と に よ り ， 新 型 の 都 市 形 態 を 構 築 し 景 観 環 境 を 経 済 成 長 と 有 機 的 に 結 び つ け ，
海 河 沿 い の 開 発 に よ っ て 都 市 の 縦 深 的 発 展 を 行 う こ と を 目 指 す と し て い る 。 内 河 港 の 港 湾 施 設 に 関
し て い え ば ， 上 記 の l か ら 3 の 地 区 に 広 く 関 わ っ て い る 。
！ 「 関 干 海 河 綜 合 開 発 工 程 資 料 整 理 報 告 」 海 南 省 港 航 管 理 局 h t t p : / / w w w . h a m a n g h . o r g
2 ( ) 1 8 . 2 . 1 7 所 収 図 を 改 変
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( 3 ) 保 存 と 再 開 発 の 課 題
天 津 市 は 以 上 の よ う な 海 河 綜 合 開 発 プ ロ ジ ェ ク ト を 進 め な が ら ・ 租 界 建 築 に 対 し て 国 土 資 源 和 房
屋 管 理 局 が 「 歴 史 風 貌 建 築 」 の 訓 査 ． 保 護 を 開 始 し た 。 2 0 0 5 年 「 天 津 市 歴 史 風 貌 建 築 保 護 条 例 」 が
公 布 さ れ ． 築 5 0 年 以 上 の 歴 史 ． 文 化 ， 科 学 な ど の 価 値 を 有 す る 建 築 物 を 「 歴 史 風 貌 建 築 」 と 指 定 し
た 。 こ れ ら は 随 時 ． 追 加 さ れ ． 特 に 近 代 の 西 洋 風 建 築 に 対 し て の 保 存 が 行 わ れ て い る 。 ま た 文 化 局
も 「 文 物 」 保 護 単 位 と し て 指 定 を 行 っ て い る 。 ま た 歴 史 街 区 に 関 し て は 企 画 局 が 「 歴 史 文 化 保 護
区 」 「 歴 史 文 化 風 貌 保 護 区 」 を 指 定 し て い る 。
天 津 は 「 天 津 海 河 綜 合 改 造 開 発 総 体 企 画 」 で 海 河 を 中 心 と し た 近 代 の 景 観 保 存 と 再 開 発 を 行 っ て
き た 。 主 と し て 海 河 両 岸 の 租 界 時 代 の 歴 史 建 築 の 修 復 ， 保 全 を 行 っ て き た が ． 歴 史 建 築 が 多 く 集
ま っ て い る の は 解 放 北 路 （ 旧 ヴ ィ ク ト リ ア ロ ー ド ） で あ り ． ま た 旧 イ ギ リ ス 租 界 の 五 大 道 地 区 を 歴
史 建 築 保 存 地 区 に し て 観 光 の 重 点 地 区 と し て い る こ と か ら み て ． 海 河 の バ ン ド よ り も 海 河 背 後 の 内
陸 部 の 建 築 に 保 存 の 焦 点 が 当 た っ て い る 。 文 化 局 の 「 文 物 」 で は ． 大 沽 口 砲 台 大 沽 ド ッ ク ・ 塘 沽
旧 駅 や 大 運 河 そ の も の も 保 存 指 定 さ れ て い る が ， 港 湾 施 設 の 保 存 は 不 十 分 で あ る 。 ま た 企 画 局 の
｢ 歴 史 文 化 保 護 区 」 「 歴 史 文 化 風 貌 保 護 区 」 の ' 4 の 区 の 中 で は ． か ろ う じ て 「 海 河 歴 史 文 化 風 貌 保 護
区 」 が 港 湾 施 設 に 関 係 す る 地 区 と な っ て い る 。 そ し て 実 際 に は 海 河 の 両 岸 は ． 図 4 5 の よ う に 通 水
性 ， 親 水 性 ， 散 歩 道 と 車 道 の 併 設 遊 覧 礪 頭 の 設 置 な ど 港 湾 施 設 の 保 存 で は な く 現 代 的 有 用 性 に
重 点 を 置 い た 再 開 発 が な さ れ て い る 。
_ 念 ‘ ” ” ‘ ． ‘












鯛 峨 辱 , = !, . j ~ -
_ _ || ‐
図 4 海 河 両 岸 の 再 開 発
上 海 の 事 例 で も 取 り 上 げ た よ う に ‘ 近 代 の 港 町 の 歴 史 的 景 観 保 存 ． 修 復 保 全 を 前 提 と し た 再 開 発
で は 建 築 遺 産 を 中 心 と し た 「 ま ち 」 に 重 点 が 置 か れ 港 湾 施 設 な ど 「 み な と 」 の 土 木 ・ 産 業 遺 産
が 軽 視 さ れ る 傾 向 が あ る 。 天 津 で も 同 様 な 傾 向 が 窺 わ れ る が ， そ の 背 景 に つ い て 検 討 す る こ と を 中
心 に し て 天 津 の 港 湾 施 設 空 間 を み て い き た い 。
2 ． 内 河 港 ， 河 口 港 の 盛 衰 と 港 湾 施 設 空 間
( 1 ) 明 清 代 の 内 河 港 河 口 港
天 津 が 内 河 港 と し て 発 展 を 始 め た の は 金 が 帝 都 を 中 都 に 置 い て か ら で あ る 。 中 都 へ の 漕 運 ル ー
ト と し て の 大 運 河 と 海 河 の 交 錯 点 に あ た る 三 盆 河 口 が 漕 船 が 集 ま る 港 と し て 発 達 し た 。 ま た 付 近 一
帯 が 中 都 を 防 衛 す る 軍 事 要 塞 と し て の 直 沽 塞 と い う 名 称 で 呼 ば れ た 。 元 は 中 都 の 近 く に 大 都 を 築 き
帝 都 と し た 。 ま た 大 運 河 を 整 備 し 運 河 に よ る 漕 運 の 他 に 渤 海 湾 ． 海 河 を 利 用 し た 漕 運 も 重 視 し た の
で ， 直 沽 塞 を 海 津 鎮 と 改 称 し た 。 大 運 河 の 北 運 河 は 次 第 に 樅 塞 す る よ う に な っ た の で 三 盆 河 口 で 底
5 注 4 の サ イ l ､ に 所 収
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の 浅 い 船 に 積 み 替 え る 必 要 性 か ら 海 津 鎮 の 穂 替 え 港 と し て の 重 要 性 が 高 ま っ た 。 明 代 に 海 津 鎮 は 天
津 と 改 称 さ れ ． 名 称 上 も 北 京 の 外 港 と し て の 役 割 を 持 つ よ う に な っ た 。
道 光 二 十 六 年 ( 1 8 4 6 年 ） に 刊 行 さ れ た 「 津 門 保 甲 図 説 』 の 総 説 に は ， 天 津 の 絵 図 が 「 津 門 保 甲 図 」
と し て あ り ． 開 港 直 前 の 天 津 の 景 観 が あ る 程 度 う か が え る 。
「 津 門 保 甲 図 」 の 「 北 門 外 図 」 に は 天 津 県 城 北 門 と 南 運 河 の 付 近 の 繁 華 街 の 風 景 が 記 さ れ て い る
( 図 5 ) 。 北 門 と 南 運 河 の 間 が ，イ 占 衣 街 ， 鍋 店 街 ， 針 市 街 な ど の よ う な 取 引 商 品 の 専 門 店 街 が 発 達 し
た 商 業 地 区 で あ っ た 。 こ の 地 区 に は 山 西 会 館 ， 江 西 会 館 閏 輿 会 館 が あ り ， ま た 北 浮 橋 を 渡 っ た 橋
の た も と に は 天 津 紗 関 が あ り 全 国 的 な 商 品 流 通 の 拠 点 で あ っ た 。 倉 庫 に つ い て は ， 開 港 以 前 中 国 商
人 が 天 津 で 使 用 し て い た 倉 庫 は 桟 房 と い い ， 多 く は 三 盆 河 口 の 針 市 街 に あ っ た 。 開 港 後 の 租 界 設 置
に 伴 い ， 一 部 の 桟 房 は 租 界 に も 進 出 し た 。 外 国 商 も 当 初 は 桟 房 を 借 り て い た が ， 外 国 汽 船 会 社 が 建
設 し た 倉 庫 を 借 り た り 自 ら が 倉 庫 を 建 設 し 所 有 す る よ う に な っ た 。
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図 5 天 津 県 城 北 門 外 （ 以 下 の 図 の 場 所 は 図 1 3 参 照 ）
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「 東 門 外 図 」 に は 東 門 と 海 河 付 近 が 描 か れ て い る （ 図 6 ) 。 東 門 外 に は 航 海 神 の 天 后 宮 ． 海 関 が あ
り ， 特 に 海 運 と の 関 連 性 が 強 い 地 区 で あ る 。 東 浮 橋 を 渡 っ て 海 河 東 岸 に は 山 西 会 館 が あ り ， 北 門 外
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図 6 天 津 県 城 東 門 外
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伝 統 的 な 民 船 ， ジ ャ ン ク が 主 体 の 舟 運 は ． 開 港 後 天 津 の 後 背 地 の 華 北 平 原 へ の 拡 大 ． 支 配 力 強
化 に よ り ， 鉄 道 を 補 う 形 で む し ろ 拡 大 し た 。 三 盆 河 口 付 近 は 近 代 も 繁 栄 を 続 け た 。 図 7 は 三 盆 河 口
で 6 ， 遠 く に 望 海 楼 教 会 が み え る 。 現 在 こ の 地 区 は 東 門 外 の 天 津 市 の 「 歴 史 風 貌 建 築 」 及 び 国 務 院
の 「 全 国 重 点 文 物 保 護 単 位 」 に 指 定 さ れ て い る 天 妃 宮 付 近 が 古 文 化 街 と し て ・ 保 存 と い う よ り 明 清
時 代 の 建 物 を イ メ ー ジ と し て 再 現 す る 形 で 観 光 地 化 さ れ て い る 。
?
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図 7
盆 三 〈 津 天 ）
A 睡 別 y 函 “
＝ 盆 河 口
( 2 ) 水 域 施 設 灯 台 航 道 淺 漂 泊 地
開 港 後 渤 海 湾 か ら ま ず 海 河 口 へ の 入 り 口 を 示 す た め に ． 現 在 の 河 北 省 唐 山 市 の 曹 妃 甸 沖 合 の 小
島 に 1 8 8 6 年 に 灯 台 が 海 関 と イ ギ リ ス 商 に よ り ．ま た 海 河 の 砂 泥 が 堆 積 し た 大 沽 沙 を 避 け る 航 道 確 保
の た め に 大 沽 口 灯 船 が 1 8 8 0 年 に 設 置 さ れ た 7 。 こ れ に よ り 曹 妃 甸 灯 台 か ら 大 沽 口 灯 船 を 結 ぶ 航 道 が 確
保 さ れ た 。 近 代 の 天 津 港 は 海 河 が も た ら す 砂 泥 に 悩 ま さ れ た 。 ま ず 渤 海 湾 の 海 河 河 口 沖 に 堆 積 し た
大 沽 沙 を 避 け る こ と が 大 型 化 す る 汽 船 の 航 行 に 必 要 と さ れ た 。 ま た こ の 灯 船 の 付 近 は 水 深 が 1 8
フ ィ ー ト あ り 錨 地 と し て も 適 し て お り 待 機 中 の 汽 船 は こ の 付 近 を 錨 地 と し て 利 用 し た 。 大 沽 沖 の
錨 地 は ． 大 型 汽 船 が 駮 船 に 積 載 貨 物 の 三 分 の 一 か ら 三 分 の 二 を 移 し 吃 水 を 浅 く す る こ と に よ り 海 河
を 遡 航 す る こ と が で き る よ う に す る た め に 必 要 な 錨 地 で あ っ た 。
図 8 は 1 9 2 2 年 の 海 河 工 程 局 測 量 の 海 図 を 原 図 と し た 参 謀 本 部 の 兵 要 地 誌 に 所 収 の 海 河 河 口 の 大 沽
沖 付 近 の 航 道 で あ る 8 ． 河 口 沖 に 堆 積 し た 大 沽 沙 を 避 け る た め に 渡 渓 し て 設 け ら れ た 航 道 は 狭 く 、 水
深 も 干 潮 時 で は 最 浅 部 で は 1 0 フ ィ ー ト を や っ と 上 回 る 程 度 で あ り ， 吃 水 の 深 い 船 は 満 潮 時 の 遡 航
か 大 沽 沙 の 前 の 停 泊 地 で 駮 船 に 荷 を 積 替 え ． 吃 水 を 浅 く し て 遡 航 す る 必 要 が あ っ た 。 航 道 に は 灯
船 や 浮 標 （ 図 中 の 囲 み ） が 設 置 さ れ 安 全 の 確 保 に 利 用 き れ た 。 ま た 凌 喋 に よ り ． よ り 深 度 の 深 い 航
6 児 島 鷺 麿 編 『 北 清 大 観 」 山 本 写 真 館 ( 1 9 1 0 ) 所 収 。 以 下 図 1 1 ,1 6 , 7 も 同 じ 。
7 「 東 洋 灯 台 表 』 水 路 部 ( 1 9 2 5 ) p p . 1 3 8 - 1 4 0
8 『 大 沽 バ ー 水 道 及 白 河 ロ ノ 現 況 l 参 謀 本 部 （ 1 9 2 7 ）
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図 8 大 沽 沙 の 航 道
道 の 策 定 も 始 ま っ て い た 。
さ ら に 海 河 の 砂 泥 が 問 題 で あ っ た 。 海 河 に は 海 河 水 系 の 支 流 で あ る 大 清 河 ． 永 定 河 ． 子 牙 河 や 北
運 河 ． 南 運 河 が 天 津 付 近 で 流 入 し ， 天 津 下 流 の 海 河 本 流 に 多 く の 砂 泥 を も た ら し た 。 さ ら に 天 津 付
近 か ら は 華 北 平 原 の 高 低 差 が な く な る た め 海 河 は 曲 流 し ， 航 行 に 不 便 な 上 に 凌 喋 を 行 わ な い と 洪 水
も 頻 発 し た 。
天 津 が 開 港 さ れ た 1 8 6 0 年 か ら イ ギ リ ス を は じ め 各 国 が 海 河 沿 い に 租 界 を 設 置 し 礁 頭 を 建 設 し た 。
こ の 時 期 の 港 湾 施 設 は ， 近 代 港 湾 の 基 本 施 設 が 様 々 に 建 設 さ れ た 時 期 で も あ る 。
海 河 の 水 深 は 河 口 港 の 塘 沽 港 付 近 で 2 0 フ ィ ー ト を 越 え る が ． 上 航 す る に し た が っ て 浅 く な り 租 界
地 区 の 内 河 港 で は 1 3 フ ィ ー ト 台 と な っ て い る 9 ･ 上 海 の 黄 浦 江 の 内 河 港 で 外 洋 汽 船 の 停 泊 す る 港 区 は
3 6 フ ィ ー ト 以 上 で あ っ た こ と と 比 較 す る と ， 天 津 内 河 港 が 対 外 貿 易 に 対 応 す る 港 湾 の 水 深 と し て は
不 十 分 で あ っ た こ と が わ か る 。 ま た 川 幅 も 租 界 地 区 の 内 河 港 で は 3 0 0 フ ィ ー ト に 満 た ず 汽 船 の 離 合
や 方 向 転 換 に 困 難 を 生 じ て い た 。 1 8 8 0 年 代 か ら 海 河 の 水 深 は 次 第 に 浅 く な り 汽 船 の 航 運 に 支 障 が 生
じ て い た 。 そ し て 1 8 9 8 年 に は 租 界 の 港 に は 七 か 月 の 間 ． 一 隻 の 汽 船 の 姿 を 見 る こ と も な く な っ て い
た （ 表 1 ) 。 河 口 港 と し て の 塘 沽 港 か ら 約 3 0 マ イ ル の 海 河 上 流 は 汽 船 が 航 運 で き な く な っ た 。 こ の
事 態 に 欧 米 列 強 や 中 国 系 企 業 は 河 口 港 と し て の 塘 沽 港 に こ ぞ っ て 礁 頭 を 建 設 し た 。
し か し 海 河 の 洲 塞 状 態 を 放 置 は 出 来 な い た め ， 租 界 設 置 の 各 国 領 事 ， 海 関 関 係 者 ， 船 舶 関 係 者 な
ど に よ り 1 9 0 2 年 ， 海 河 工 程 局 が 設 立 さ れ 海 河 の 本 格 的 な 凌 喋 が 開 始 さ れ た 。 こ の 海 河 工 程 局 に よ る
波 喋 の 効 果 が 出 始 め た 1 9 1 0 年 代 は ， 海 河 工 程 局 の 波 喋 活 動 が 一 定 の 成 果 を み せ た こ と も あ り ， 表 l
か ら も 判 明 す る よ う に 1 9 1 0 年 か ら 汽 船 の 内 河 港 へ の 上 航 が 再 開 す る よ う に な っ た 。 1 9 2 5 年 に は 吃 水
が 1 3 フ ィ ー ト 以 上 の 汽 船 が 内 河 港 へ 1 . 1 0 0 隻 上 航 す る な ど ， 租 界 が 設 置 さ れ た 頃 の 内 河 港 の 全 盛 期
に 戻 っ た 様 子 を 見 せ た 。
し か し 1 9 2 7 年 海 河 水 系 上 流 の 永 定 河 か ら 大 量 の 泥 砂 が 海 河 に 流 れ 込 み ， 改 修 の 効 果 が 十 分 に は 発
揮 で き な い 状 況 に 陥 っ た 。 1 9 2 8 年 に 吃 水 が 1 3 フ ィ ー ト 以 上 の 汽 船 が 内 河 港 に 上 航 で き た の は 皆 無 と
な り ， 翌 年 に や っ と 6 隻 が 上 航 し た 。 1 3 フ ィ ー ト 以 下 の 船 は 毎 年 数 百 隻 上 航 し て い る が そ れ ら は
河 口 港 で 大 型 汽 船 か ら 積 み 替 え ら れ た 貨 物 を 運 ぶ 駮 船 で あ る 。 図 9 は 海 河 を 航 行 す る 駮 船 ' 0 で ､ 伝
統 的 な 平 底 型 の 民 船 を 蒸 気 の 小 型 タ グ ボ ー ト が 曳 航 し て い る 。 本 来 の 航 運 機 能 に 障 害 が 生 じ て い た
9 『 北 支 那 港 湾 事 情 j 満 鉄 天 津 事 務 所 ( 1 9 3 6 ) "p . 1 7
1 0 リ ヨ ン 大 学 h t t p : v i r t u a l t i a n j i n n e t / の W a r r e n S w i r e c o l l e c t i o n 所 収 。 以 下 図 1 0 ,1 2 , 1 3 , 1 8 , 2 0 も 同 様 。 C l l e c t i o n の 使
用 許 可 を い た だ い た ブ リ ス ト ル 大 学 J a m i e C a r s t a i r s 教 授 に 感 謝 の 意 を 表 し ま す 。
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表 1 大 沽 沙 通 過 及 び 天 津 内 河 港 遡 航 汽 船 隻 数 （ 海 河 工 程 局 設 立 後 ） （ 注 9 p l 6 )
天 津 内 河 港 遡 航 汽 船 隻 数
1 3 フ ィ ー ト 以 下 1 3 フ ィ ー ト 以 上
0
4
5 9 8 9
6 8 4 8 4
4 6 2 1 1
7 1 8 2 8 4
6 0 2 1 1 0 0
6 7 1 9 9 4
8 7 4 3 6 1
6 6 8 0
5 3 8 6
9 3 2 5 2 8
6 8 6 1 1 6
3 6 4 1 8
8 6 9 1 3 9
9 1 5 5 9
年 次
大 沽 沖 藩 汽 船 隻 数 大 沽 沙 通 過 船 隻 数
二 1
両 ’
1 8 9 8
1 9 0 0
1 9 1 0
1 9 1 5
1 9 1 7
1 9 2 0
1 9 2 5
1 9 2 6
1 9 2 7
1 9 2 8
1 9 2 9
1 9 3 0
1 9 3 1
1 9 3 2
1 9 3 3






1 0 0 2
1 7 0 2
1 6 6 5
1 2 3 5
6 6 8
5 4 4
1 4 6 0
8 0 2
3 8 2





1 1 5 4
1 8 9 6
1 8 8 9
1 7 0 1
2 0 3 1
1 8 7 8
1 7 8 1
1 8 3 5
2 1 4 9
2 3 0 2




1 0 4 1
1 7 1 1
1 7 0 2
1 5 0 3
1 7 9 1
1 6 1 5
1 5 5 6
1 6 2 5
1 9 3 4
2 0 6 1
2 0 1 6
凡
ｰ 』
? ? ? ? ? ? 《 ? ? ? ? ? ? ?
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図 9 駮 船
内 河 港 を 助 け た の が 駮 船 に よ る 積 替 え で あ る 。 こ の 駮 船 に よ る 河 口 港 で の 積 替 え が 内 河 港 の 機 能 保
持 に 大 き な 役 割 を 果 た し た 。
海 河 の 改 修 工 程 を 改 善 す る た め に は ． 海 河 に 流 入 す る 複 数 の 河 川 の 改 修 が 不 可 欠 と な っ て い た 。
そ の た め 1 9 1 8 年 に 海 河 水 系 全 体 の 水 利 改 善 を 図 る 順 直 水 利 委 員 会 ( 1 9 2 8 年 に 華 北 水 利 委 員 会 と な
る ） が 組 織 さ れ 永 定 河 を 直 接 ． 海 へ 注 ぐ 計 画 な ど が 樹 立 さ れ た が 多 額 の 費 用 を 要 す る と い う 財 政 上
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の 理 由 で 実 施 に は 至 ら な か っ た 。 海 河 水 系 全 体 に 及 ぶ 抜 本 的 な 打 開 策 が 実 施 で き な い 状 態 で ． 1 9 3 0
年 代 に 吃 水 が 1 3 フ ィ ー ト 以 上 の 汽 船 の 内 河 港 へ の 上 航 数 は な か な か 増 加 し な か っ た 。 ま た 年 に よ る
変 動 も 大 き く 安 定 し た 航 運 量 が 確 保 さ れ て い な い 。
こ の よ う な 内 河 港 の 航 運 の 問 題 は 陸 上 交 通 特 に 鉄 道 の 存 在 価 値 を 高 め た 。 塘 沽 港 で の 職 替 え は
駮 船 だ け で な く 鉄 道 へ も 行 わ れ た 。 内 河 港 に 近 い 天 津 東 駅 （ 当 初 は 老 龍 頭 駅 と 呼 ば れ た ） が 租 界 に
と っ て も 重 要 に な っ て き た 。 こ の 天 津 東 駅 と フ ラ ン ス 租 界 ， イ ギ リ ス 租 界 を 結 ぶ 道 路 一 ヴ ィ ク ト リ
ア 通 り の 交 通 量 が 増 え た 。
フ ラ ン ス 租 界 は 清 政 府 に 強 要 し て 天 津 東 駅 と フ ラ ン ス 租 界 を 結 ぶ 固 定 式 の 鉄 橋 で あ る 老 龍 頭 橋 を
1 9 0 2 年 に 建 設 し た 。 こ の 橋 の 建 設 に よ り フ ラ ン ス 租 界 ，イ ギ リ ス 租 界 と 天 津 東 駅 問 の 陸 上 交 通 が 便
利 と な っ た 。 以 降 イ ギ リ ス ， フ ラ ン ス 租 界 の 中 心 は ． 海 河 の 内 河 港 に 面 し た バ ン ド か ら 内 陸 の ヴ ィ
ク ト リ ア 通 り に な っ て い っ た と み ら れ る 。 図 1 0 は 1 9 3 0 年 代 の ヴ ィ ク ト リ ア 通 り の 一 部 で あ る が 写
真 左 側 の 洋 式 楼 閣 は イ ギ リ ス 租 界 工 部 局 で イ ギ リ ス 租 界 の 中 心 は ヴ ィ ク ト リ ア 通 り に あ っ た 。
図 1 0 ヴ イ ク ト リ ア 通 り
し か し 一 方 で 内 河 港 へ の 期 待 も 存 在 し た 。 大 き な 理 由 は 河 口 港 で の 積 替 え に よ る 手 間 ， 運 賃 の 増
加 で あ っ た 。 内 河 港 が 再 び 本 来 の 機 能 を 取 り 戻 す こ と が 求 め ら れ た 。 内 河 港 の 復 活 へ の 期 待 に 関 し
て 象 徴 的 な 橋 の 存 在 が 浮 か び 上 が る 。 1 9 2 6 年 に 建 設 さ れ ． 現 在 は 解 放 橋 と 呼 ば れ て い る 万 国 橋 で あ
る 。 こ の 橋 は 可 動 橋 で あ り 汽 船 の 通 航 も 可 能 で あ る 。 そ れ 以 前 は 同 じ 場 所 に 1 9 0 2 年 に 建 設 さ れ た 老
龍 頭 橋 が あ っ た 。 こ の 橋 は 可 動 橋 で は な く 橋 か ら 上 流 へ の 汽 船 の 航 行 は で き な か っ た 。 図 1 1 は 万 国
橋 が 架 設 さ れ る 前 の 日 本 租 界 の 砺 頭 で あ り ． 三 井 洋 行 ． 日 本 郵 船 な ど の オ フ ィ ス は あ る が ． 汽 船 が
老 龍 頭 橋 よ り 上 流 に 遡 航 で き な か っ た た め 汽 船 の 姿 は な く 小 型 の 駮 船 し か 着 岸 で き な か っ た 。
海 河 工 程 局 の 渡 深 活 動 に よ る 内 河 港 の 復 活 の 期 待 も あ っ て か 1 9 0 2 年 に 建 設 さ れ た 老 龍 頭 橋 を 大
型 船 の 舟 航 も 可 能 な 可 動 橋 へ の 変 更 が 開 始 さ れ , 1 9 2 6 年 ， 万 国 橋 の 架 設 と な っ た 。 こ の 橋 か ら 上 流
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図 1 2 万 国 橋
/ ､ 2 0 0 0 t ク ラ ス の 船 舶 の 航 行 が 可 能 と な っ た 。 こ れ に よ り 最 も 大 き な 恩 恵 を 受 け た の は 日 本 租 界 で
あ り ． 砺 頭 の 建 設 修 築 も 開 始 さ れ た 。 1 9 2 6 年 の 万 国 橋 の 架 設 以 降 ． 図 1 2 に み ら れ る よ う に 日 本 租
界 に 関 係 す る 日 本 海 軍 の 水 雷 艇 の よ う な 小 型 の 軍 艦 も 遡 航 で き る よ う に な っ た 。 こ れ は 内 河 港 の 上
流 の 機 能 拡 大 の た め ． 特 に 日 本 側 の 要 望 を 受 け 入 れ る た め に 行 わ れ た 。 こ れ 以 降 は 海 陸 両 者 の 交 通
を 併 存 さ せ る こ と に よ り ， 内 河 港 の 機 能 維 持 が 試 み ら れ た 。
図 1 3 は 1 9 3 8 年 ． 金 子 常 光 作 と さ れ る 天 津 の 烏 臓 図 で あ る 。 日 本 租 界 を 中 心 に 天 津 の 主 要 な 施 設 ．
名 所 や 日 本 関 係 の 工 場 を 中 心 に 河 口 の 塘 沽 ． 大 沽 ま で 描 か れ て い る 。 万 国 橋 の 可 動 橋 が 上 が り 汽 船
が 日 本 租 界 の 礁 頭 に 停 泊 し て い る 。 各 国 租 界 の 中 で も 海 河 上 流 の 日 本 租 界 は 可 動 橋 の 万 国 橋 に か け
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る 期 待 が 大 き く ， 日 本 に 紹 介 さ れ る 天 津 の 写 真 絵 図 モ チ ー フ の 多 く に は 万 国 橋 が 登 場 す る 。 海
河 左 岸 地 区 に は 鉄 道 線 路 が 複 数 敷 設 さ れ ． 石 炭 石 油 な ど の エ ネ ル ギ ー 関 係 の 会 社 倉 庫 工 場 の
他 に ． 日 本 の 紡 績 工 場 が 鉄 道 の 引 込 線 を 利 用 す る 形 で 立 地 し て い る 。 租 界 を は じ め と す る 天 津 中 心
部 は ． 海 河 と 鉄 道 の 両 輪 に よ り 河 口 の 塘 沽 ． 大 沽 地 区 と 連 結 し で 稼 働 し て い た 。
1 9 2 6 年 の 万 国 橋 の 架 設 は 内 河 港 の 復 活 を 期 待 す る も の で あ っ た が ． 上 述 の よ う に 1 9 2 7 年 ． 海 河 水
系 上 流 の 永 定 河 か ら 大 量 の 泥 砂 が 海 河 に 流 れ 込 み ． 大 型 汽 船 の 遡 航 が 再 び 困 難 と な り 河 口 港 で の 積
替 え が 中 心 と な っ た 。
( 3 ) 係 留 施 設 桟 橋 荷 捌 き 施 設 エ プ ロ ン 上 屋 ・ 倉 庫
天 津 が 開 港 さ れ た 1 8 6 0 年 か ら イ ギ リ ス を は じ め 各 国 が 海 河 沿 い に 租 界 を 設 置 し 礁 頭 を 建 設 し た 。
こ の 時 期 の 港 湾 施 設 は ． 近 代 港 湾 の 基 本 施 設 が 様 々 に 建 設 さ れ た 時 期 で も あ る 。
図 1 4 租 界 の B u n d
図 1 4 は 1 8 9 0 年 代 の フ ラ ン ス ，イ ギ リ ス ， ド イ ツ の 租 界 図 で あ る ' ' ・ 拡 張 さ れ る 前 の イ ギ リ ス 租 界
で は 海 河 に 並 行 し て 建 設 さ れ た 3 本 の 主 要 道 路 の 内 , V i c t o r i a R o a d .T a k u R o a d の 1 1 i 扇 は 約 1 0 m ~
1 2 m だ っ た の に 対 し て 海 河 沿 い の B u n d は I I I 扇 が 約 2 0 m ～ 2 3 m と 広 く 1 2 , エ プ ロ ン と し て 計 画 ， 利 用
さ れ て い た 。 イ ギ リ ス 商 人 は B m d に 面 し て 洋 行 や 倉 庫 と し て の 桟 を 建 て ， 当 初 は そ こ に 居 住 し な
が ら ， 後 に イ ギ リ ス 租 界 が 推 広 界 と し て 拡 張 さ れ る と 推 広 界 に 高 級 住 宅 を 建 て 居 住 し た 。 ま た
B u n d に は 当 初 は 木 造 で 桟 橋 が 建 設 さ れ 砺 頭 と な っ た 。 図 1 4 に は 輪 船 砺 頭 が 3 カ 所 ． そ の 他 の 桟 橋
が 7 カ 所 み ら れ る 。 図 1 5 は 怡 和 洋 行 の オ フ ィ ス と 砺 頭 で あ る が ' 3 . 輪 船 礁 頭 は 当 初 は B u n d に 面 し た
オ フ ィ ス の 前 に 木 造 で 桟 橋 を 建 設 し た 。 そ の 後 ， 輪 船 砺 頭 は 増 加 し 、 主 だ っ た も の で 商 船 砺 頭 ． 怡
和 礁 頭 ． 太 沽 砺 頭 招 商 局 礪 頭 な ど が あ っ た 。 外 国 商 が 支 配 す る な か で ． 洋 務 運 動 の 拠 点 で も あ っ
た 天 津 で は 1 8 7 2 年 に 上 海 に 総 局 が 置 か れ た 輪 船 招 商 局 の 天 津 分 局 が 存 在 感 を 示 し た 。 官 督 商 弁 で 運
営 さ れ た 招 商 局 の 汽 船 は 長 江 下 流 の 曹 糧 を 天 津 に 運 ぶ よ う に な っ た 。
こ の よ う な 砺 頭 と エ プ ロ ン ， オ フ ィ ス ， 倉 庫 が 海 河 右 岸 に 展 開 し た 。 1 9 1 0 年 代 ，イ ギ リ ス 租 界 に
は 5 6 ， フ ラ ン ス 租 界 に は 2 8 ド イ ツ 租 界 に は 1 ，日 本 租 界 に は 7 の 倉 庫 が あ っ た ' 4 ． 図 1 6 .図 1 7 は
海 河 工 程 局 の 渡 喋 に よ り 吃 水 の 浅 い 汽 船 が 遡 航 が で き る よ う に な っ た 頃 の 内 河 港 で あ る 。 街 路 樹 が
あ る エ プ ロ ン に 汽 船 や 駮 船 か ら 苦 力 に よ っ て 貨 物 が 下 ろ さ れ て い る 。 図 1 8 は 1 9 2 3 年 の 海 河 右 岸 の 倉
! ! 天 津 市 企 画 局 編 『 天 津 城 市 歴 史 地 図 選 編 』 天 津 古 籍 出 版 社 （ 2 0 0 8 ） 所 収
' 2 劉 一 辰 ． 藤 川 昌 樹 「 中 国 天 津 に お け る 原 英 租 界 の 開 発 」 日 本 建 築 学 会 計 画 系 論 文 集 8 0 - 7 1 2 , p . 1 2 8 8
1 3 「 天 津 港 史 （ 古 近 代 部 分 ) 』 人 民 交 通 出 版 社 p . 9 7
1 . 1 「 支 那 省 別 全 誌 直 隷 省 」 東 亜 同 文 会 ( 1 9 2 0 ) p . 9 8 6
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図 1 7 汽 船 と エ プ ロ ン
図 1 6 租 界 砺 頭
1
h
図 1 8 汽 船 と 倉 庫
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庫 群 で あ る 。 砺 頭 は コ ン ク リ ー ト 化 さ れ ． 小 型 汽 船 に 輸 出 用 の 綿 花 を 運 ん で き た 民 船 が 横 付 け し て
い る 。
1 9 3 0 年 代 の 内 河 港 の 砺 頭 の 状 況 を 上 流 か ら み て い く と 1 5 ,日 本 租 界 の 砺 頭 は 万 国 橋 の 架 設 に よ り
汽 船 も 遡 航 で き る よ う に な り 岸 壁 も 整 備 さ れ た が ． 橋 の 開 閉 や 海 河 の 大 き な 湾 曲 ， 河 幅 の 狭 さ な ど
で 不 便 が 多 く 日 本 の 商 社 汽 船 会 社 は 一 部 を 除 い て フ ラ ン ス 租 界 や イ ギ リ ス 租 界 の 砺 頭 を 利 用 し
て い る 。 フ ラ ン ス 租 界 の 砺 頭 は 全 長 約 4 0 0 0 フ ィ ー ト の コ ン ク リ ー ト 製 で 複 数 の 汽 船 会 社 の 礁 頭 が あ
る が ． 万 国 橋 の 下 流 に 1 0 0 0 ト ン 級 の 汽 船 を 3 隻 係 留 す る の が や っ と で あ る 。
イ ギ リ ス 租 界 の 砺 頭 は 全 長 約 3 0 0 0 フ ィ ー ト で 一 部 が 木 造 の コ ン ク リ ー ト 製 で ‘1 0 0 0 ト ン 級 の 汽 船
を 6 隻 係 留 で き た 。 大 阪 汽 船 礪 頭 怡 和 礁 頭 太 沽 砺 頭 招 商 局 砺 頭 な ど 天 津 を 代 表 す る 商 社 汽
船 会 社 の 砺 頭 が あ り 。 汽 船 の 廻 頭 が 可 能 な ス イ ン ギ ン グ バ ー ス が あ っ た 。 旧 ド イ ツ 租 界 で あ っ た 特
別 第 一 区 の 砺 頭 は ． 全 長 約 5 3 0 0 フ ィ ー ト の コ ン ク リ ー ト 製 で 日 清 汽 船 ． 大 連 汽 船 な ど の 砺 頭 が あ っ
た 。 海 河 左 岸 （ 河 東 ） 地 区 は 旧 ロ シ ア 租 界 の 特 別 第 三 区 に 石 炭 ． 木 材 ， 工 場 関 係 の 砺 頭 が 鉄 道 の 引
込 線 と 連 絡 す る 形 で 存 在 し た 。
こ れ ら の 施 設 を 有 し た 内 河 港 は 本 来 な ら 恒 常 的 な 表 玄 関 と な る は ず で あ っ た が ， 一 つ は 冬 季 の 海
河 の 氷 結 ， 一 つ は 度 重 な る 海 河 の 瀕 塞 に よ り ， 表 玄 関 の 機 能 は 不 安 定 で あ っ た 。 そ の た め 前 述 の よ
う に B u n d か ら ワ ン ブ ロ ッ ク 内 陸 側 の ヴ ィ ク ト リ ア 通 り が 次 第 に 租 界 の 表 玄 関 と な り ． 例 え ば 怡 和
洋 行 の オ フ ィ ス も 図 1 9 の よ う に l 6 ヴ ィ ク ト リ ア 通 り に 面 し て 建 て 替 え ら れ た 。
図 1 9 旧 怡 和 洋 行
こ の よ う な 内 河 港 の 不 安 定 さ を 補 い ， や が て 代 行 と も い う べ き 機 能 を 果 た す よ う に な っ て い く の
が ， 河 口 港 で あ る 。 海 河 の 河 口 港 は 左 岸 の 塘 沽 港 と 右 岸 の 大 沽 港 に わ か れ る 。 河 口 に 近 い の が 大 沽
で あ り 、 大 沽 を 少 し 遡 航 し た と こ ろ に 塘 沽 が あ っ た 。 前 述 の ご と く ． 海 河 の 瀬 塞 が 次 第 に ひ ど く な
る よ う に な っ て ． 河 口 の 塘 沽 ． 大 沽 が 河 口 港 と し て 重 要 な 役 割 を 果 た す よ う に な り ， 多 く の 礁 頭 が
鉄 道 と の 連 絡 が あ る 塘 沽 に 建 設 さ れ た 。 1 8 8 6 年 か ら 1 8 9 8 年 ま で の 間 は 浪 塞 の た め に 一 隻 の 大 型 汽 船
も 内 河 港 に 上 航 で き な く な っ た た め ． 外 国 商 は 塘 沽 に 礁 頭 を 建 設 し 始 め た 。 塘 沽 の 礁 頭 は ， 大 型 汽
船 が 積 載 貨 物 の 全 て を 駮 船 ま た は 鉄 道 に 積 み 替 え る か ． 一 部 を 積 み 替 え て 吃 水 を 浅 く し て 内 河 港 ま
で 遡 航 す る か の 積 替 え 砺 頭 と し て 重 要 な 存 在 と な っ た 。 汽 船 か ら 駮 船 へ の 積 替 え の 場 所 と し て は ．
1 5 注 9 p p 2 3 - 2 4
1 6 村 松 伸 編 「 中 国 近 代 建 築 総 覧 天 津 編 j 日 本 ア ジ ア 近 代 建 築 史 研 究 会 ( 1 9 8 9 ) 所 収
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よ り 河 口 に 近 い 大 沽 や 大 沽 沖 の 停 泊 地 も 利 用 さ れ た 。 大 沽 港 が 防 衛 ． 駮 船 に よ る 積 替 え ． ド ッ ク な
ど の 機 能 ． 塘 沽 港 が 鉄 道 と の 積 替 え ・ 乗 換 え ， 倉 庫 ． 泊 地 と し て の 機 能 を 分 担 す る よ う に な っ た 。
た だ 図 2 0 を み て も わ か る よ う に 1 9 0 6 年 当 時 の 塘 沽 は 義 和 団 事 件 時 の 市 街 焼 失 の 影 響 も あ り ． 広 大
な 空 き 地 に 倉 庫 事 務 所 、 桟 橋 と 鉄 道 線 路 が 存 在 す る だ け の ま だ 発 展 途 上 に あ る 港 で あ っ た 。 図 2 1
は 1 9 1 1 年 発 行 の 5 万 分 の 一 地 形 図 1 7 で あ る 。 河 口 の 集 落 と し て は 塘 沽 よ り 大 沽 が 大 き く 東 沽 と 西 沽
に 分 か れ ． 天 津 か ら の 道 路 （ 租 界 の 西 側 を 通 る 大 沽 道 ） も 通 じ て い た 。 こ れ に 対 し て 塘 沽 は 大 沽 の
半 分 ほ ど の 規 模 し か な い が ． 鉄 道 と の 関 係 で 発 達 し た こ と が わ か り ． 海 側 左 岸 に は 港 湾 施 設 へ の 新
た な 線 路 力 椛 認 で き る 。
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図 2 0 塘 沽 ( 1 9 0 6 )
こ れ が 1 9 2 0 年 代 に な る と ． 塘 沽 及 び 大 沽 付 近 の 図 2 2 を み て も わ か る よ う に 海 河 河 口 の 塘 沽 及 び 大
沽 付 近 の 両 岸 に 桟 橋 が 建 設 さ れ て い る の が わ か る 。 こ の 図 は 図 8 と 同 じ 兵 要 地 誌 で あ り ． 図 中 の ④ ，
、 ． ④ ， ◎ は 各 種 の 港 湾 施 設 候 補 地 で あ る 。 塘 沽 に は 太 古 洋 行 ， 招 商 局 海 関 ， 開 藻 鉱 務 局 石 油
会 社 フ ラ ン ス 兵 営 な ど の 桟 橋 が 築 か れ て い る 。 い ず れ も 背 後 に 鉄 道 線 路 が 敷 設 さ れ て お り 図 2 1 と
比 較 し て も 線 路 が 増 え ． 塘 沽 は 鉄 道 と 密 接 な 関 係 を 持 っ た 近 代 的 な 河 口 港 と し て 発 展 し て い た 。
図 2 3 は こ の 塘 沽 港 の 塘 沽 桟 橋 と 大 沽 港 で あ る 1 8 ． 塘 沽 桟 橋 の 説 明 と し て ‘「 白 河 々 口 よ り 遡 る こ と
約 五 粁 白 河 左 岸 に あ り 天 津 へ の 咽 喉 で 写 真 の 右 端 が 塘 沽 駅 陸 橋 を 経 て 桟 橋 に 至 る 」 と あ り ， 塘 沽 の
桟 橋 に 隣 接 す る 形 で 塘 沽 駅 が あ り ， 人 や 貨 物 の 乗 換 え ， 積 替 え 港 と し て の 塘 沽 港 の 発 展 の 様 子 が 図
2 0 と 比 較 し て う か が え る 。 大 沽 港 の 説 明 と し て 「 白 河 々 口 右 岸 に あ り 左 岸 の 塘 沽 に 相 対 し 人 口 一 万
余 に し て 河 底 の 泥 塞 多 き 此 の 河 は 船 舶 の 遡 航 不 能 の 為 天 津 航 路 の 巨 船 は 此 処 で 貨 物 の 揚 下 が 行 は れ
る 」 と あ り ， 大 型 汽 船 か ら 駮 船 へ の 積 替 え 港 と し て 機 能 し ， 写 真 に も 中 小 の 駮 船 が 多 数 み え る 。
河 口 港 の 発 展 は 続 き ， 1 9 3 0 年 代 の 塘 沽 の 砺 頭 数 は 1 9 で あ っ た 。 最 も 大 規 模 な も の は 開 藻 炭 鉱 の 石
炭 の 専 用 砺 頭 で あ る 開 藻 礁 頭 で ， コ ン ク リ ー ト 製 で 長 さ は 1 0 0 0 フ ィ ー ト あ り ，2 , 0 0 0 ト ン 級 の 汽 船
が 4 隻 接 岸 し た 。 そ の 他 は 木 造 で あ っ た が い ず れ も 2 . 0 0 0 ト ン 級 の 汽 船 が 接 岸 で き た 1 9 ． 北 寧 鉄 道
1 7 「 大 沽 （ 北 支 那 ;1 2 4 号 ) 」 参 謀 本 部 陸 地 測 最 部 ( 1 9 1 1 )
' 8 京 都 大 学 東 南 ア ジ ア 地 域 研 究 研 究 所 「 職 前 期 東 ア ジ ア 絵 は が き デ ー タ ベ ー ス 」 所 収
' 9 注 9 p p 2 4 - 2 5
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図 2 1 塘 沽 と 大 沽 （ 1 9 1 1 ）
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図 2 2 塘 沽 と 大 沽 （ 1 9 2 2 ）
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犀 錘 i 白 粁 五 翰 さ こ ぎ 潮 ’ よ 画 庵 河 白 据 撲 活 鰭 醗 十
ろ 至 , 急 揺 携 て 鍵 を 橋 陸 扉 沽 猫 が 瀧 右 の 脱 寓 層 で ' 億 鯛 の べ 沖




騨 饗 蕊 . 蕊 画。
図 2 3 塘 沽 砺 頭 と 大 沽 港
砺 頭 を は じ め 5 つ の 砺 頭 が 鉄 道 の 引 込 線 が あ り ， 鉄 道 輸 送 と の 関 係 が 深 い 。 こ れ に 対 し て 同 時 期 の
内 河 港 の 砺 頭 は 1 , 0 0 0 ト ン 級 の 汽 船 の 汽 船 し か 接 岸 で き な か っ た ｡1 9 3 7 年 ，日 本 が 天 津 を 占 領 し 旧
ロ シ ア 租 界 で あ っ た 特 三 区 に 華 北 交 通 が 管 理 運 営 を す る 礁 頭 や 倉 庫 の 建 設 が 行 わ れ た 。 し か し 日 本
が 関 与 し た 華 北 関 係 物 資 の 輸 出 入 の 大 部 分 は 塘 沽 港 で 行 わ れ た 。 1 9 3 0 年 代 に は 塘 沽 港 が 天 津 の 外 港
と し て ・ 天 津 の 中 心 的 な 港 と な っ て い た と み ら れ る 。 1 9 3 3 年 塘 沽 停 戦 協 定 が 結 ば れ る な ど 塘 沽 は
国 際 的 に も 重 要 な 場 所 と な っ た 。
( 4 ) そ の 他 の 港 湾 施 設
ド ッ ク （ 船 鳩 ） で は 図 1 4 に み ら れ る よ う に 内 河 港 の イ ギ リ ス 租 界 の 対 岸 に 外 国 商 に よ る ド ッ ク が
幾 つ か 設 置 さ れ た が ． ロ シ ア 租 界 の 成 立 と と も に 内 河 港 か ら は な く な っ た 。 洋 務 運 動 の 一 環 と し て ．
直 隷 総 督 、 北 洋 大 臣 で あ っ た 李 鴻 章 の 主 導 の も と , 1 8 8 0 年 ， 大 沽 に ド ッ ク が 建 設 さ れ た 。 ド ッ ク は
4 号 ド ッ ク ま で 増 設 さ れ ． 北 洋 艦 隊 の 軍 艦 や 商 船 の 修 理 の 拠 点 と な っ た 。
天 津 は 上 海 に 較 べ て ． 鉄 道 と の 関 連 が 深 い 港 で あ る 。 1 8 7 7 年 ‘ 開 平 煤 礦 公 司 が 唐 山 と 胄 各 荘 間 に
石 炭 運 搬 の た め に 鉄 道 を 敷 設 し 、 1 8 8 7 年 に 天 津 の 塘 沽 ま で 延 長 さ れ 塘 沽 港 を 利 用 し た 石 炭 の 汽 船 輸
送 が 開 始 さ れ た 。 1 8 9 7 年 に は 北 京 ま で 開 通 し 、 北 京 一 天 津 一 塘 沽 が 鉄 道 で 結 ば れ た 。 塘 沽 港 に 面 し
た 塘 沽 駅 が 汽 船 ． 鉄 道 の 乗 換 え ． 積 換 え 駅 と し て 重 要 な 場 所 と な っ た 。 ま た 図 1 3 で も み た よ う に 内
河 港 左 岸 に は 鉄 道 の 引 込 線 が 複 数 あ り ． 内 河 港 ． 河 口 港 と も に 航 運 を 補 完 時 に は 代 行 す る 交 通 機
関 と し て 鉄 道 が 重 要 な 存 在 で あ っ た 。
天 津 は 北 京 の 外 港 と し て ． 海 防 上 に お い て も 重 要 な 場 所 で あ っ た 。 明 代 の 1 5 2 2 年 に 海 河 河 口 の 大
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沽 に 砲 台 が 設 置 さ れ た 。 ア ヘ ン 戦 争 後 ， 海 河 河 口 の 海 防 上 の 重 要 性 は 急 速 に 高 ま り 「 威 ｣ ， 「 鎮 ｣ ，
｢ 海 ｣ ， 「 門 ｣ ， 「 高 」 の 5 つ の 大 砲 台 が 設 置 さ れ た 。 大 沽 は こ れ ら の 兵 営 の 兵 士 が 集 住 す る 海 防 集 落
と し て も 発 展 し た 。 し か し 1 9 0 0 年 義 和 団 の 乱 の 際 ， 八 カ 国 連 合 軍 に よ り 破 棄 さ れ た 。 図 2 1 に は ， そ
の 内 の 2 つ の 砲 台 の 跡 が み え る 。
3 ． 海 港 の 登 場
新 中 国 に な っ て か ら の 天 津 港 の 出 発 は 塘 沽 新 港 の 開 港 か ら で あ る 。 塘 沽 新 港 は 1 9 3 7 年 の 日 本 に よ
る 天 津 占 領 後 ， 日 本 に よ っ て 建 設 が 始 ま っ た 海 港 で あ る 。 そ の 築 港 の ポ イ ン ト と な っ た の は ， 海 河
の 運 ん で き た 砂 泥 が 沖 積 す る 大 沽 沖 に 新 し い 航 道 を 開 削 す る こ と ， 大 型 汽 船 が 接 岸 で き る 深 さ の 地
点 ま で 礁 頭 を 延 長 す る こ と ， 砂 泥 が 港 内 に 入 ら な い よ う に 長 い 防 波 堤 （ 防 砂 堤 ） を 築 く こ と な ど で
あ る 。 1 9 4 2 年 の 7 月 の 完 成 時 ， 礁 頭 に は 3 , 0 0 0 ト ン ク ラ ス の 汽 船 が 5 ～ 7 隻 停 泊 で き た 。 ま た 海 河
と の 間 に 閑 門 が 設 置 さ れ 海 河 の 航 道 と 連 絡 で き る よ う に し た 。 以 降 ， 日 本 占 領 下 の 天 津 の 貿 易 は 海
港 を 中 心 と し て 行 わ れ た 。
こ の 海 港 を さ ら に 拡 張 ， 大 規 模 化 す る こ と に よ り 1 9 5 2 年 1 0 月 本 格 的 な 天 津 海 港 が 開 港 し た 。 こ れ
は 天 津 港 が ， 天 津 内 河 港 だ け で な く 河 口 港 と し て の 塘 沽 港 を 含 む 河 川 港 か ら 海 港 へ 重 心 が 移 っ た こ
と を 意 味 す る 。 そ も そ も 海 港 の 建 設 が 始 ま っ た の は 海 河 の 槻 塞 に よ る 内 河 港 の 機 能 の 不 安 定 化 ， 港
湾 施 設 の 老 朽 化 が 原 因 で あ っ た た め で あ る 。 海 港 は 河 口 港 に 隣 接 し て お り ， 河 口 港 の 鉄 道 線 路 を 海
港 に 延 長 す る な ど 両 者 は 一 体 化 し て い っ た が ， 河 口 港 の 機 能 は 海 港 に 移 っ て い っ た 。
1 9 7 7 年 に 内 河 港 区 の 端 に 位 置 す る 付 近 に 光 華 橋 が 建 造 さ れ ，こ の 橋 か ら 上 流 の 船 舶 の 航 行 が 不 可
能 と な っ た 。 図 2 4 に あ る よ う に 鋤 内 河 港 の 橋 は ,1 9 2 6 年 以 降 ， 可 動 橋 の 解 放 橋 （ 旧 万 国 橋 ）し か 架
橋 さ れ て い な か っ た 。 し か し 環 状 道 路 の 整 備 に 伴 い ， 解 放 橋 よ り 下 流 に 1 9 7 7 年 に 光 華 橋 ,1 9 8 1 年 に
赤 峰 橋 , 1 9 8 3 年 に 大 光 明 橋 が 架 橋 さ れ た 。 こ れ ら は 可 動 橋 で は な く 解 放 橋 も 可 動 を 停 止 し た 。
光 華 橋 が 完 工 し た 1 9 7 7 年 1 2 月 を 以 っ て 1 0 0 年 余 り に わ た っ て 栄 え た 近 代 の 内 河 港 の 歴 史 に 事 実 上
の 終 止 符 が 打 た れ た 。 こ こ に 天 津 港 は 河 口 港 の 塘 沽 港 と 海 港 の 塘 沽 新 港 か ら 構 成 さ れ る こ と と な っ
た が ， 実 質 的 に は こ の 時 点 で 天 津 港 は 海 港 が 主 体 と な っ て い た 。
お わ り に
天 津 港 は 伝 統 的 に 海 河 水 系 大 運 河 の 交 錯 点 に 発 達 し た 内 河 港 で あ り ， 近 代 も そ の 内 河 港 が 租 界
に 増 設 さ れ る 形 で 発 達 し た 港 町 で あ る 。 し か し 早 い 段 階 か ら 海 河 の i 於 塞 が 度 々 発 生 し ， 河 口 港 の 塘
沽 が 積 替 え 港 と し て 内 河 港 を 補 完 し て き た 。 鉄 道 な ど の 陸 上 交 通 も 重 視 せ ざ る を 得 な く な っ た 天 津
で は ， 海 河 に 面 し た 内 河 港 の B u n d よ り ヴ ィ ク ト リ ア 通 り を 表 玄 関 に す る 動 き に な っ て い っ た 。
1 9 4 0 年 代 に は 海 港 が 築 港 さ れ ， 新 中 国 で は 海 港 が 中 心 と な っ た 。1 9 7 7 年 に は 内 河 港 は 機 能 を 停 止 し
た 。
2 0 0 1 年 か ら の 「 天 津 海 河 綜 合 改 造 開 発 総 体 企 画 」 の 進 行 と そ れ に 伴 う 「 歴 史 風 貌 建 築 」 の 調 査 ，
釦 「 天 津 通 志 城 郷 建 設 志 （ 上 ) 」 天 津 社 会 科 学 院 出 版 社 ( 2 " l ) p . 2 9 0 所 収 図 を 改 変 。
1 7 8














大 卒 柾 _ 玉 遜
畷










大 光 ■ 楊
鼬 舛 蝿剣 庄 鵠
妖 貴 庄 路
綱
』 薊 f 鯉
馨 : . 謝
暁 且 台 枡
鮴 合 瞥 崖 垂 常
三 画 愛
津 海 幡
〆 畠 号 枡









図 2 4 現 代 の 天 津 の 橋 （ 囲 み が 光 華 橋 と 解 放 橋 （ 旧 万 国 橋 ) ）
保 存 が 開 始 さ れ る 二 十 数 年 前 に ， 内 河 港 は そ の 歴 史 的 役 割 を 終 え て い た 。 歴 史 的 景 観 保 存 の 対 象 に
内 河 港 の 港 湾 施 設 が 非 常 に 少 な い 背 景 が こ こ に あ る 。 ま た 既 に 近 代 に お い て 海 河 の 泥 砂 の 堆 積 に よ
り 内 河 港 の 水 運 機 能 が 河 口 港 で あ る 塘 沽 港 に 補 完 ， 時 に は 代 替 さ れ ， 新 中 国 後 は 海 港 と し て の 機 能
も 持 つ よ う に な っ た 塘 沽 港 に 早 く か ら 中 心 が 移 り 内 河 港 の 機 能 は 衰 退 し て い っ た こ と が ， 租 界 地 区
の 歴 史 保 存 の 中 心 が 陸 地 側 に 置 か れ た 要 因 に な っ て い る 。 天 津 で の 歴 史 的 景 観 の 保 存 活 動 開 始 時 に
お い て ， 内 河 港 の 港 湾 施 設 関 連 の も の は 一 部 を 除 い て 既 に 壊 さ れ て い た か ， 用 途 の 変 更 を さ れ て い
た か で 旧 形 は と ど め て い な い も の が 多 か っ た と み ら れ る 。 現 在 は 図 2 5 に み ら れ る よ う に 内 河 港 の 旧
砺 頭 地 区 の エ プ ロ ン は ， 親 水 性 の 高 い 緑 地 公 園 遊 歩 道 や 車 線 の 多 い 道 路 と な っ て い て 内 河 港 の 面
影 は な い 。 た だ 図 中 左 上 部 の 河 岸 が 湾 曲 し た 部 分 に ， 汽 船 の 廻 頭 用 の ス イ ン ギ ン グ バ ー ス が 残 さ れ ，
ま た 図 2 6 に み ら れ る よ う に 2 1 船 の 係 留 に 使 用 さ れ た ポ ラ ー ド が わ ず か に 残 さ れ て い る の み で あ る 。
2 1 鳩 騏 才 主 編 「 東 西 南 北 一 天 津 老 房 子 一 」 天 津 楊 柳 青 画 社 ( 1 9 9 8 ) p 3 5
l 7 9
阿 際 文 化 崇 部 論 集 第 1 9 巻 第 3 号 ( 2 0 1 8 年 1 2 月 ）
図 2 5 旧 租 界 砺 頭 ( @ G o o g l e E a r t h 2 0 1 8 / 1 0 / 2 )
? ? ?
昔 日 海 河 砺 頭 的 唯 一 遺 物
図 2 6 旧 砺 頭 の ボ ラ ー ド
1 8 0
天 津 の 港 湾 施 設 空 間 の 近 代 と i l i l 淵 発
1 9 5 0 年 末 塘 沽 謁 失 位 毒 意 圏
鐘 叢
断 河 享 篭
? ?
? ? ?
恒 李 宜 禺 失
催 的 1 5 2 未
? 》
塘
隼 輕 函 公 町 民






太 古 掛 矢
催 灼 獅 . 珠
遁
一
盆 田 碍 失
河
鯖 ■ 麺 ” 失
任 灼 靭 5 未
浩
隼 輻 失
催 杓 鋤 米
ヘ リ 禺 失
伏 灼 6 ｱ 珠
■ 餐 碍 灸
惟 鈎 秘 . 蜂
牙 嫁 禺 蚤
催 灼 3 “
i 碍 失





催 的 2 W 米
ー 竃 身 角 碑 失
一 公 百 禺 失
… 起 冑 碍 失
》 ? ? ? ? 》 》
港
恰 合 禺 失
催 的 詑 . 6 未
隼 立 外 官 公 函 失




大 潅 壷 睡 胎
図 2 7 1 9 5 0 年 代 末 塘 沽 砺 頭
内 河 港 を 補 完 ， 時 に は 代 行 し て き た 河 口 港 と し て の 塘 沽 ， 大 沽 港 は ， 図 2 7 の よ う に 2 2 1 9 5 0 年 代 末
の 頃 ま で は 多 く の 砺 頭 が 鉄 道 と 密 接 な 関 係 を 持 ち つ つ 機 能 し て い た が ， 前 述 の ご と く 次 第 に 海 港 が
中 心 と な っ て い っ た 。 そ れ で も 図 2 8 の よ う に 2 0 0 0 年 の 頃 ま で は 鉄 道 か ら ト ラ ッ ク に 輸 送 手 段 が 変 わ
り つ つ も 河 口 港 は 砺 頭 倉 庫 と も に 機 能 し て い た 。 た だ し 2 0 0 1 年 か ら の 「 天 津 海 河 綜 合 改 造 開 発 総
体 企 画 」 に よ る 再 開 発 が 進 行 し 2 0 1 8 年 に は 図 2 9 の よ う に 旧 来 の 港 湾 施 設 は 失 わ れ ， 緑 地 公 園 ，マ
リ ー ナ ， 高 層 の 商 業 ビ ル ， マ ン シ ョ ン な ど が 建 設 さ れ て い る 。 旧 塘 沽 駅 を 含 む こ の 地 区 は ， 天 津 市
が 生 態 環 境 を 重 視 し た 低 炭 素 C B D の 子 家 屋 金 融 地 区 と し て 再 開 発 し て お り ， 港 湾 施 設 の 保 存 で は
な く 水 辺 環 境 の 再 生 を 行 お う と し て い る 。 そ の 中 で 近 代 の 港 湾 施 設 と し て は ， 天 津 市 文 化 局 の 「 全
国 重 点 文 物 保 護 単 位 」 と し て 指 定 さ れ て い る 大 沽 口 砲 台 ， 大 沽 ド ッ ク ， 塘 沽 旧 駅 が 点 在 し て い る の
み で あ り ， 面 と し て の 保 存 の 展 開 は な い 。 ま た ， そ の 三 者 は 天 津 市 国 土 資 源 和 房 屋 管 理 局 の 「 歴 史
風 貌 建 築 」 に は 指 定 さ れ て い な い 。
1 9 7 7 年 を 以 っ て 役 割 を 終 え た 内 河 港 と ま も な く 本 来 の 役 割 は 終 え よ う と し て い る 河 口 港 で あ る
が ， 開 港 以 降 で 百 数 十 年 ， 明 清 代 か ら で は も っ と 長 期 の 歴 史 を 有 し ， 都 市 と し て の 天 津 の ア イ デ ン
テ ィ テ ィ の 中 核 を 構 成 し て き た 要 素 で あ る が 故 に ， 租 界 地 区 の 西 洋 建 築 の 保 存 だ け で な く 、 内 河 港 ，
河 口 港 の 港 湾 施 設 関 係 の 歴 史 的 景 観 は も っ と 重 視 さ れ る べ き で あ る と 思 わ れ る 。 そ れ ら は 天 津 市 が
取 り 入 れ よ う と し て い る 生 態 環 境 を コ ア に し た 水 辺 デ ザ イ ン の 海 河 景 観 の 構 築 と も 矛 盾 し な い 。
型 天 津 市 地 方 志 編 纂 委 員 会 編 「 天 津 簡 志 」 天 津 人 民 出 版 社 ( 1 9 9 1 )p . 5 8 8
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図 2 8 2 0 0 4 年 の 塘 沽 砺 頭 ( @ G o o g l e E a r t h 2 0 0 4 / 8 / 2 8 )
1 8 2
天 津 の 港 湾 施 設 空 間 の 近 代 と 再 開 発
図 2 9 2 0 1 8 年 の 塘 沽 砺 頭 ( @ G o o g l e E a r t h 2 0 1 8 / 5 / 2 7 )
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